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開  会 

【平野議長】  皆様、こんにちは。定刻となりましたので、「ＩＣＴサービス安心・安

全研究会 近未来におけるＩＣＴサービスの諸課題展望セッション」の第５回会合を開催

させていただきます。 

 構成員の皆様におかれましては、御多忙中のところ御出席いただきまして、ありがとう

ございます。本日は、ロボット関連の新たな技術・事業環境に関する展望と課題につきま

して、３社様にプレゼンテーションをお願いしております。３社様のプレゼンテーション

の後に、まとめてＩＣＴサービスの安心・安全な利用の在り方に関する課題について、御

議論を頂きたいと思います。 

 まずは、配付資料の確認をさせていただきます。事務局よりよろしくお願いします。 

【金坂データ通信課課長補佐】  それでは、配付資料の確認の前に、カメラ撮影等はこ

こまでとさせていただきます。これ以降の撮影、録音は御遠慮いただければと存じます。 

 配付資料といたしましては、資料５－１といたしまして、株式会社東芝様、資料５－２

といたしまして、ソフトバンクロボティクス株式会社様、資料５－３といたしまして、株

式会社ＮＴＴデータ様の資料がございます。 

 以上でございます。不足等ございましたら、事務局までお知らせいただければと思いま

す。 

【平野議長】  ありがとうございました。 

 

議  事 

（１） ロボット関連の新たな技術・事業環境についての展望と課題 

 

 それでは、本日の議事に進みたいと思います。（１）ロボット関連の新たな技術・事業

環境についての展望と課題でございます。 

 まずは、資料５－１につきまして、東芝の徳田様より、プレゼンテーションをよろしく

お願いいたします。 

【徳田様】  御紹介いただきました東芝の徳田でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

 昨今、大変、不名誉な話題で世間をお騒がせしておりまして、社員一同、大変心を痛め

てございます。この場をおかりしまして、一言お詫び申し上げます。 
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 さはさりながら、元気よくやらせていただきたいと思います。 

 昨年の１０月にＣＥＡＴＥＣにデビューしましてから「地平アイこ」というのをロボッ

ト展示しておりますけれども、今までの経過ということを説明させていただきたいと思い

ます。 

 東芝グループとしましては、新しいコンセプトに基づいて、社会の横断的な技術をさら

に活用していって大きなビジネスに結び付けると、そういった新たなテーマを考えてござ

いまして、その中にロボティクスというのがあったと。これはなかなか電機屋としてはい

いお題なんじゃないかと。今まで培ってきた技術や何かの総合力を生かせる。しかし、ロ

ボットといっても様々なものがありまして、産業用のロボットあり、ルンバ――ルンバと

言っちゃいけなくて、私らはトルネオロボとか言わなきゃいけないんですけど、そういう

ものあり、ドローンありとか、最近非常にいろんなものがありまして、ロボットを取り込

むにしても、どういうものを取り組んでいいかということの、最初はターゲットの絞り込

みができなかった。そこの中で我々の社長が始めた、前社長になってしまいました。ＳＮ

Ｓ、ブログですね。社長と社員とのブログの中に様々な社員からの提案があり、こういう

ビジネスはどうですか、こういう商品がほしいですねと、そういうような中があったもの

を、そのブログから切り離して、「idea こねっと」と称して、社長のブログは「こねっ

と」と言っていたんですけど、前社長ですね、すいません。「こねっと」と言っていたん

ですけど、「idea こねっと」と称して。そこでアイデアを募ったところ、手話のできる

ロボットというのがあったらいいんじゃないかなと、そういうのがありまして、手話その

ものに関しては非常に社会性があるという話と、技術的には非常に難しい、非常にいいお

題であるということから、我々はそれを選んで、手話のできるロボットを作りましょうよ

と。 

 それから取り組んでまいりましたのが現在でございます。田中久重の伝統を引き継いで、

こういうような世の中に驚きと感動を与えると、そういうようなお題から進めさせていた

だいてございます。 

 この手話のできるロボットというのを実現するために、一番最初に私は、会社の中に、

とはいいながら、東芝はいろんなことをやっているんですけど、人間型のこういうロボッ

トというのは、やったことをある人はほとんどいなくて、誰も手を挙げなかったんで私が

手を挙げたんですけれども、思い付いたのは、その前の年にやっていたチェーホフの『三

人姉妹』というのを平田オリザさんという方がロボットを使って演出していた劇がありま
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して、それを見ていた。あれ、使えるなということで、大阪大学の有名な石黒先生、マツ

コロイドなんかの番組にしょっちゅう出ていらっしゃいますけれども、そこのところに行

って、手話のできるロボットというのを作ってみたいと。そうしたら、Ａ－Ｌａｂという

会社に今は全部製作は任せてあるので、その人と御相談なさいなということで御紹介いた

だきまして、そこに行って、まず基礎となる、今、『マツコとマツコ』という番組で結構

マツコロイドが出ていますけど、ああいうような最も人間に近いような形の、質の高いも

のを作っているのが、大体このＡ－Ｌａｂという会社です。この２者がもともと、石黒先

生のお作りになっていたロボットやアンドロイドをベースにしたものは既に存在していた

わけです。ただ、それはすごく、後で説明しますけど、動かすという話はまた全然別なも

ので、動かし方に関しては、東芝ＯＢのいる湘南工科大学、芝浦工業大学などのノウハウ

をおかりしながら、今現在、取り組んでございます。 

 誕生から現在まででございますけれども、１３年末に手話のできるロボットを作りたい

と思い、Ａ－Ｌａｂ社に頼んで、翌年の９月にでき、ＣＥＡＴＥＣまで１カ月で手話を仕

込んで、２５語の非常に簡単な手話ですけれども、「私の名前は地平アイこ」みたいな、

その辺のことを話したわけですけど、それで展示しました。その後、１１月にＩＡＵＤと

いうバリアフリーなどをする国際ユニバーサルデザイン評議会というところの展示に出し、

その後ＣＥＳに、ラスベガスへ展示いたしました。近いところでは、三越で展示し、その

後、川崎フロンターレの試合前イベントというのがあり、今日、実は、きのうから伊勢丹

でも、あしたまで展示してございます。累計数万人の方が御覧になっていると。 

 技術的にいいますと、ＣＥＡＴＥＣにおきましては手話を実現し、ＩＡＵＤにおいては

初めて８時間無停止で動かしたんです。結構、あのサイズのロボットで８時間無停止とい

うのは現実に難しいです。そういうようなことができた。ＣＥＳに関してはサイネージに

組み合わせることができ、その後のことで音声合成を利用したりとか、屋外で動かしたり、

インタラクティブ性を実現しようとしているということです。 

 ユニバーサルデザインに関しては、評議会に出した、非常に小規模なものですけれども、

このときに我々に、このアンロイドは何の役に立つんだという話があって、何も役に立た

ない、ただ手話をやっているだけで、それでテクノロジーショーケースじゃないですけど、

そういう話だけじゃないのというのはありましたけども、ここで見せているこういう趣旨、

つまりユニバーサルデザインというのは、ハンディキャップのある方や、外国の方や、老

若男女の全ての方に分かりやすいデザインを提供すると、それに非常にマッチングしてい
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ることがよく分かって、アイこさんというのは人に分かりやすいコミュニケーションをす

るためのツールなんだというコンセプトが初めて固まりまして、これでいきましょうと、

そういうことになっております。 

 では、そのときのビデオを御覧に入れます。 

（映像上映開始） 

 お手元の資料に訳が出ていますので、そちらのほうで大体何を言っているかということ

は、英語が分かる方はもちろんいいんですけれども、御覧になってください。 

 ポイントとすると、手がいつも、こう戻るというのがお気付きになるかと思うんです。

これは手をクラッシュさせないための１つの手法なんです。 

（映像上映終了） 

 ということで、アイこさんが自分で全部説明してくれると。ＣＥＡＴＥＣのときには、

そばにいると、何で地平アイこだとか、これからどうするつもりとか、いろんなことを言

われていたんですけど、ロボットは、ありがたいことに、全部自分で説明してくれて、ほ

とんど質問がないと、そういうようなことでございました。三越のときには受付嬢として、

初めて商用のテストということで出しました。非常にたくさんの方に御覧になっていただ

いております。 

 サイネージがありまして、その横にアイこさんが立っていて、そのサイネージについて

説明すると。極端なことを言うと、コミュニケーションというのは別にサイネージがあれ

ばできるんですね。例えば、ニュースがありますね。ニュースというのは、別にニュース

の映像と、声とか、テロップが出ていればいいと思うんですけど、なぜかニュースキャス

ターという人がいます。この人がいるということによってニュースが成立して、つまり人

間の形をしたものが説明すると、何でか知らないけど、我々は分かりやすい気がする――

気がするだけではなくて、本当に分かりやすいんですね。ですから、人間の形をしている

ものというのは、後でも説明しますけど、それは人間の本性に近い話であって、コミュニ

ケーションというのを行うためのディスプレイとして人間の形をしているものというのが

かなり有効なのではないかというのが、今、私の仮説です。 

 ですから、この地平アイこを三越に置いたときに、その前に、地平アイこなしで、同じ

内容を３日間展示しました。そしたら、１００人とか十何人とか見ていなかったものが、

地平アイこが来た途端に何千人と見るようになった、これは当たり前の話で、サイネージ

を見にきたんじゃなくて、地平アイこを見にきたわけですけれども、現実にその効果もあ
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り、例えば三越の７階で「Hajimarino Cafe」というイベントスペースがあるわけですけ

れども、そのことを初めて知ったという方が、非常にたくさんの方がいらっしゃった。と

いうことで、あるコミュニケーション、もちろん現在のアイこさんというのは、ちょっと

後で説明しますが、当たり前になってきて人が集まらなくなったらどうなるのかというの

はあるんですが、しかし、同じものに関しても、このロボットが横にいるということに絶

大な効果が今はあるということです。 

 今後に関しては、これをライフサポーター、コミュニケーションをとるための、例えば

認知症になられている方や何かとコミュニケーションをとる、なかなか健常な方でそうい

うお話相手になるという、そのこと自身にも非常に精神的負担の高い場合がございまして、

それらはロボットのような形でもかなり役に立てるのではないかと考えています。 

 もう一つは、アバター的に使って教育や何かの内容で、例えば名前を挙げると、林修先

生やなんかが、実際、例えば映画のように、２Ｄの大きなスクリーンで彼の授業を流す、

または彼のロボットを作って流す。彼本人がやれば、もちろん一番効果があるでしょうけ

れども、二次元で見たときとロボットでやったとき、どのぐらい効果が違うか、これは是

非、我々は試してみたいと思っていますけれども、例えば予備校みたいに非常に生徒とイ

ンタラクティブなものをそれほど求めていないような場合には、かなり効果が高いのでは

ないかというふうに考えているということです。 

 あとは受付、今出したような多言語を使う受付とか娯楽に使用するという、そういう考

えがございます。それに関しては、東芝の音声合成及び東芝音声認識という、または知的

化対話エンジンという、ＡＩのようなものが使われるというふうに想定されているという

ことです。 

 ロードマップは、かなりこれはやっつけな話なんですけど、「これ、幾らしますか」と

よく聞かれることがあって、私は「大体車の値段ですよ。ただし、今はランボルギーニや

フェラーリの値段ね」と。将来は高級車ぐらいにしたいなと。２０２０年までに１万台と

か吹いていますけれども、中国とかでは３,０００台ぐらいすぐに世の中に出回っても、

それほど全然不思議はないと思っていますので、あながちうそではないけれども、このぐ

らいを目指しているということです。 

 ロボットというものは、大まかにいえば、私は３つあると考えていまして、移動するた

めの足のロボット、ＡＳＩＭＯとか、ドローンなんていうのも、ある意味では移動するロ

ボット。それから作業する手のロボット、産業用のロボット。それから頭の付いているロ
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ボット、頭が付いているというのは、ロボットはもともと頭なんていらないんですね。カ

メラとセンサーと、そういうものがあればいいということで、なぜ頭があるかというと、

頭を見ないと人間が何となく納得しない、しっくりこない、つまりコミュニケーションの

ツールとして必要だということです。 

 ということで、アイこさんというのは、要するにディスプレイであることなんですね。

本日、ＩＣＴの技術ということで、出てきていいのかというあれはあったんですけれども、

つまり、インフォメーションを心理的に非常に強いインパクトでほかの人に伝えやすく道

具である。その後、例えばアイこさんに対して話しかけるというようなものがあれば、そ

れは一種のＵＩであるというふうに考えることもできるかもしれませんけれども、今のと

ころは、最も大きな効果はディスプレイにあると考えております。 

 非常に構造は単純でして、４３個によるアクチュエーターが体の中に幾つもあって、モ

ーターですね。それが空気で動いていて、それによってそれぞれのポテンショメーターで

何度、何度、何度と動かすと動作ができ、それを１秒間に３０コマで制御しているという、

そういうようなことをしてございます。 

 かなり時間も迫ってきましたので、この辺から大分はしょらせていただいて、つまり人

間らしい動きを作るというのは、アイこさんというのは、要するに文楽の人形みたいなも

ので、それを人間らしく動かすという技術に結構重要な部分もあるということです。ピア

ノを作るということも重要ですけれども、ピアノをうまく演奏するというところにも技術

が非常に多いものがあると、そのような形です。 

 ただし、今のところは好奇心でみんな集まっていますけれども、それが癒しに結び付い

ていかないと大きな産業にはならないだろうなというふうに考えているということが１つ

挙げられます。 

 好奇心でうまくいかなかった例としては、私、脳波をやっていましたけれども、脳波で

ゲームをやっていると脳が疲れるんです。だから、あまり癒されないんです。最初は脳波

で物が動く、おもしろい、その好奇心なんですけれど、それが切れてしまうと、それが要

するに癒しにつながらない。そうすると、あまりそれはブレークしないんですね。ですか

ら、このアイこさんに今、人が非常にたくさん集まっているというのは、これが好奇心ベ

ースなところで、それをどれだけ維持されるかというのは、未知数です。それをまた癒し

のレベルに上げていって、これがないと、この人が言うと癒されるという、そういうレベ

ルのものを相手に出来ない限り、これはすぐ飽きられるだろうというふうに考えています。 
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 そういう中で、要するに、人間の中で人間らしいロボットということで受け入れられる

ためには、やはり進化し続けるということと、大量生産でなく一つ一つに性格があるとい

うことが重要であり、地平アイこには、そういうような性格というものを当てはめている

ということです。 

 時間がかなり押しておりますので、どんどんはしょりますけれども、使い方としては、

受付などでアバター的な使い方をし、遠隔地から例えば多言語で操作するというようなこ

とも考えてございます。 

 前に経産省の方から、こういうロボットに関してどういう問題が発生するかというよう

なことのお話を聞かれたときに作成したスライドでありますけれども、マシンとしての事

故・暴走・炎上・感電・挟まれ・巻き込まれのようなものとか、マシンとしての事故とい

うのはございますけれども、人間型ということになると、つまりマツコロイドがばんばん

たたかれたりする、あれがありますけれども、それが不快であるとか、マツコ自身の迫害

につながっているとか、そういった形、または人間に対してはできないような Abuse、つ

まりたたいたりとか、性的・暴力的なもののはけ口になったり、逆に人間が、お前は何で

ロボットのように働かないんだというような逆差別があったり、また、ロボットというの

は自分で風呂に入れませんので、だんだん汚くなっていったら、人間の中の生活にいると

結構困るだろうなというような話とか、プライバシーをだんだん聞いていくようなことに

なる。そういうロボットの人権、ロボ権、ロボットの人格、ロボ格というものは、多分、

所有者と運用者とモデルと開発者の今持っている人権、責任などに分配されることになる

んだろうなということが、このスライドの話でございます。 

 最後に、ロボットは結構受け入れられているというか、高島屋でセーターを売ったとき

に、ミナミちゃんというロボットが売るときに、非常にみんな「ミナミちゃん、これ、ど

ない？」とか言って、「大変似合っています」とか言うと、皆さん、買うんですね。理由

は何でかというと「ロボットはうそを付かないから」って、そんなことはないんだよって

思うんですけれども。しかし、ロボットに対しては、昔、我々、コンピュータは間違えな

いみたいな信頼感みたいのがあって、そういった裏切らないものというのを供給し続けた

いというふうに考えているというのが、現在のところまでのことでございます。 

 かなり駆け足になりましたけれども、以上でございます。どうもありがとうございまし

た。 

【平野議長】  どうもありがとうございました。 
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 非常に興味深いお話でした。いろいろ御質問、御意見、構成員の皆さん、あると思いま

すが、とりあえずプレゼンテーションのほうを次に進めたいと思います。 

 次が資料５－２につきまして、ソフトバンクの吉田様より御説明をよろしくお願いいた

します。 

【吉田様】  ソフトバンクロボティクスの吉田でございます。本日は貴重な機会をいた

だきまして、どうもありがとうございます。私、吉田と、こちら三木のほうで、少しお時

間をいただきまして、Ｐｅｐｐｅｒというロボットを今我々やっておりますが、それの現

状をお話させていただいた上で、特に課題ですね、例えば情報セキュリティであったり、

個人情報であったりというところに関して、是非皆さんの御意見も頂きたいなと思ってお

りますので、今日はよろしくお願いします。 

 最初に、Ｐｅｐｐｅｒって何だっけというところから少しお話を差し上げたいと思いま

す。Ｐｅｐｐｅｒは大体身長１.２メートル、小学生ぐらいの大きさのヒューマノイド、

重さは２８キロでございまして、足は付いていないですけれども、車輪で動くロボットで

ございます。稼働時間は１２時間以上ということで、例えばソフトバンクのお店で朝から

夜まで働けるようにというのを１つの目標として置いておりましたので、充電しないでも

人間のように働くことができる。あと、胸にタッチスクリーン、タブレットのようなもの

が付いているというところ。あとは、体中にいろんなセンサーが付いておりまして、目、

耳、触覚、はマイクといったものが付いている。特に安全性というものを考慮しまして、

レーザーセンサーであったり、ソナーであったり、ほとんど軍事兵器かというぐらいにい

ろんなセンサーが付いているのですが、何に使っているかというと、基本的に安全性です

ね。ですので、常に周りに人がいるかどうかを判別しておりますし、もし人がいるのであ

れば、例えばダンスを踊っていたときに人がいるところを避けたり、わざとゆっくりとし

たり、産業ロボットは近付くと人が傷付いてしまうのですけれども、Pepper に関しては、

近付いても人がぶつかっても大丈夫というところを技術のフォーカスとしておいているも

のでございます。ＯＳについては、ＬｉｎｕｘをベースにしたＮＡＯｑｉという我々独自

のＯＳで動いているものでございます。 

 何が特徴かというところですけれども、先ほどの東芝さんのお話とも大分近いところに

なってくると思うのですが、やはり一番大きなところは、人間が生き物だと思うところ。

デバイスのセンサーなど使っているもの自体は、実はそんなに世の中のものから離れたも

のを使っていないのですが、人間が生き物だと思う、人間側の感じ方が変わるということ
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が一番大きいです。さらにＰｅｐｐｅｒ自体が感情を持っているということで、感情をモ

デル化した感情エンジンというものを積んでいます。これは東大の医学部の光吉先生の研

究の結果からですけれども、世界中の感情にまつわる言葉を全部集めて、ポジティブ、ネ

ガティブという感情を全部マッピングした上で、それが脳内の化学物質とどうつながって

いるのかを全部調べて、その感情というのをモデル化されたのですが、それをコンピュー

タ上に置きまして、Ｐｅｐｐｅｒがうれしいとき、悲しいとき、どういうインプットがあ

るとうれしくなるか、例えば知っている人が近付いてくるとうれしいし、知らない人が近

付くとちょっと不安になるし、叩かれればちょっと嫌な気持ちになるし、なでられればう

れしくなるなど、そういったものがモデル化されています。さらに、人間の感情も理解で

きるようになっています。これはデジカメなどでよく使っている、ニコッと笑うとパシャ

ッと撮る技術があると思いますが、そういう人の感情を、笑っているなというように理解

する、あと声のトーンで喜怒哀楽が分かるということ、これも光吉先生の技術ですけれど

も、これは医学的にも９９％血液成分と合致していることが分かっている技術で、そうい

うものが入っており、人間の感情を踏まえてＰｅｐｐｅｒの感情も変わるので、人間から

見ると、あたかも生きているかのように思えるというところが一番大きな違いになってき

ます。 

 ２つ目が、さらにそれが開発のプラットフォームとして公開されています。これが今日

のテーマだと思いますけれども、プログラミングしないで誰でも開発に参加できるＳＤＫ、

開発のキットというものを公開しています。これは本当に簡単で、いろいろあるボックス

をつなげて、例えば「しゃべる」というボックスと「手を振る」というボックス内で、

「しゃべる」の中に「おはよう」と書くと、「おはよう」と言いながら手を振るので、よ

くＫｉｄｓ Ｈａｃｋａｔｈｏｎなどやりますが、小学生でもパパパパッとロボットアプ

リを作ったりするぐらいの簡単なものでございます。ここで作られたアプリを我々のアプ

リストアという、これはまだこれから公開するのですけれども、そこへ皆さんにアプリを

上げていただいて、ｉＰｈｏｎｅやアンドロイドのようなイメージで、いろんなアプリを

皆さんが御利用いただけるというところが特徴でございます。 

 そして、もう一つがクラウド、それがクラウドにつながっておりますので、例えばどん

どん新しいソフト、アプリが出てきたら進化していきますし、データもクラウドにたまる。

それによるいろんな課題もあるよねというのが今日のテーマだと思うのですけれども、こ

の３つが大きな特徴でございます。 
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 ということで、Ｐｅｐｐｅｒにつきましては、昨年の６月に、まずＳｏｆｔｂａｎｋシ

ョップでのテストということでスタートしまして、昨年の９月にデベロッパーさんに、開

発するためのプラットフォームを、デベロッパーカンファレンスＴｅｃｈ Ｆｅｓという

ものをやりまして、公開いたしました。それ以降、開発者がどんどん入ってきて、今アプ

リを作っている段階でございます。昨年の１２月から、Ｂ２Ｂパイトロットと書いてあり

ますけれども、法人のお客様での試験的な利用、これも後で御紹介しますが、ネスレさん

に全国の量販店で店員としてＰｅｐｐｅｒを使っていただいているのですけれども、先週

もみずほ銀行さんにて発表がありました。世界初ロボット行員みたいなことで御利用いた

だいているのですけれども、そういう法人のお客様での御利用が始まっています。あと６

月、先月ですね、Ｂ２Ｃ、一般のコンシューマー向けの発売も開始いたしまして、おかげ

さまで１,０００台を瞬時に完売させていただいて、生産が追い付いていないという状況

でございます。それぞれどんな状況なのかということを、もう少しお話ししようと思いま

す。 

 まず、Ｓｏｆｔｂａｎｋショップで何をやっているかということですけれども、先ほど

の東芝さんのお話がちょっと近いところもあると思うのですが、基本的には集客です。ロ

ボットがいるだけでお客様が来るということもありますし、携帯電話なので、なかなかロ

ボットが売るというようなシンプルな商品でもないので、そこまではいっていないですけ

れども、まずはお客様に来ていただくところ。実はＰｅｐｐｅｒがいる店舗の売り上げは

大分増えておりまして、ちょっとここで種明かしをしてしまいますと、皆さん、大体写真

を撮りたがるんですね、Ｐｅｐｐｅｒと一緒にイエーイと。うちのソフトバンクの店員が

「じゃ、お撮りします」って言って、スマホをお借りしてパシャッとやるのですけど、

「ああ、ドコモさんですね」というような話の流れから、ちなみに、ということをやって

いまして、別に、大丈夫です、無理やり売り付けられたりしないので是非見にきていただ

きたいのですけれども、なかなか他のキャリアのお客様が当社のお店に来るということ自

体がなかったので、ロボットを単に見に来られた方に、もちろん押し売りとかをしている

わけではないのですけれども、サービスをご紹介する機会があるという意味で、営業上も

プラスになっているという状況でございます。 

 次に、法人のお客様での利用という意味で、１つの例として、ネスレさんの例をご紹介

しようと思っております。 

 ネスレさんは量販店でドルチェグストやネスカフェバリスタというコーヒーマシンを売
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ってらっしゃいました。もちろん店員はいませんという状況でした。やはりメーカーさん

は、人を雇って派遣すると売り上げに貢献することはわかってらっしゃるのですが、１,

０００店舗に人を派遣するのはなかなかコストがかかる。ロボットだったらできるのでは

ないかというところが着眼点で展開のお話を頂き、ご一緒にやらせていただくことになり

ました。何をやっているかというと、量販店なのでお客様が回遊しているのですけれども、

そこにＰｅｐｐｅｒがいると、Ｐｅｐｐｅｒのほうから人を見付けて、その人の顔を見て

話しかけてくるので、これもさっきの東芝さんのお話と近いのかもしれませんが、皆さん、

やっぱり足をとめるのですね。ここがまず大きく違って、商品が並んでいるだけよりも、

Ｐｅｐｐｅｒに「こんにちは。今日はどうしていらっしゃったんですか」と言われると、

さすがにみんな足をとめると。その上でお話をしていくのですが、いろんなお話をしてい

く中で、お客様のニーズが顕在化され、結果的には買っていただくということになります。 

 ただ、もう一つ可能性として大きいのは、今日の議論ですが、データですね。小売りの

現場では物が何台売れたかは分かっているけれども、その途中のデータはなかなか取れな

かったのですが、Ｐｅｐｐｅｒがいることで取れる可能性がある。例えば何人の人が通っ

て、そのうち何人が足をとめて、足をとめた人が何歳の男性で、その人と話した結果、購

買につながったのか、つながらなかったのか。これが実は小売りの現場で常にｅコマース

に負けていた部分です。ｅコマースは全部分かります。誰がどこをクリックして、結果、

コンバージョンにつながったかというのを日々改善しているのがヤフーショッピングだっ

たり、楽天さんだったり、アマゾンさんだったりするわけですが、それが小売現場ででき

なかったというところが一番問題だったことですけれども、そのような数字データが全部

取れるので、例えばセールストークを思い付いて２案あった場合、Ｐｅｐｐｅｒ・Ａはこ

のセールストーク、Ｐｅｐｐｅｒ・Ｂはこのセールストーク、コンバージョンレートが高

いほうを翌日から全店展開というようなことがウェブではやられていることなのですけれ

ども、リアルの店舗でできるようになるというところが、やはりかなり期待されていると

ころになります。ここがもう一つ、活用するという意味ではデータが取れるのですが、そ

のデータはどのように守っていくのですかというところも、裏としてはあるというように

思っております。 

 そういった形で法人のお客様に関しては、まずは小売現場ですね。さっきのみずほ銀行

さんも、接客されるようなところでの御利用が進みつつある状況です。 

 その上で、Ｂ２Ｃ、一般の家庭向けのＰｅｐｐｅｒを先月から発売させていただきまし
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た。こちらについては、コンセプトの動画がありますので、それを少し見ていただこうと

思います。 

（映像上映） 

 ありがとうございました。今見ていただいたとおり、機能としては、ベッドで読んでい

たのは絵本ですけれども、子供の教育だったり、遠隔でのスマホとのコミュニケーション

だったり、いろいろパーティでやるようなエンターテインメントだったりするのですけれ

ども、是非トライしてみたい価値というのは、家族としてのロボットというような位置付

けがあり得るのだろうかというところの実験と言ったらお客様に申し訳ないのですが、そ

ういうところの価値をお客様と一緒に作っていきたいというように思っています。 

 具体的なアプリケーションは、この後出てくるのですが、実際に入ってみないと分から

ないので、そこでのお客様のニーズ、デベロッパーさんのアイデアという中で出てくるの

かなと。パソコンも最初、プログラミングのプラットフォームでしか過ぎなかったのです

けれども、そこから例えばエクセルのようなスプレッドシートが出てきてビジネスに使え

るようになったり、ＤＴＰが出てきて印刷業のコストが下がったり、ゲームが出てきてゲ

ームで使うようになったりということがあると思うので、まだ我々はそこが確実に見つか

っている状況ではないと思っているのですけれども、まずは市場に出して、お客様とデベ

ロッパーさんと一緒に価値を作っていきたいというように思っています。 

 そういう意味で、大事になってきますのが、やはりデベロッパーさん、開発者さんです

ね。ということで、昨年の９月にデベロッパーカンファレンスをやって以来、非常に熱意

を高く開発に取り組んでいただいています。既に延べで２,０００人以上の方がワークシ

ョップというか、アプリを作るような会合に参加していただいて、アプリを各種作ってい

ただいている状況でございます。 

 その中で、１つ今日の議論にもなると思っていることが、品質の保証といいますか、い

いアプリが出てくればいいんですけれども、悪意を持ったアプリが出てくることもあるよ

ねと。例えばお客さんを殴ってしまうなど、単純にそういうものもあれば、ぱっと見はゲ

ームだけど裏で盗撮をしていて、データをクラウドに上げていくとか、もちろん悪意があ

ればできることになってしまいますので、それをどう担保していくか。それが出てしまっ

た段階で、この産業が終わってしまうのではないか、というように思っているので、ここ

は細心の注意を払って進めていかないといけないなと、このバランスをどうとっていくの

かというところがあると思います。 
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 そんな中で、今、我々がやろうとしておりますのは、まず１つ目がアプリ開発のガイド

ラインというものがあって、このように作ってくださいという、品質の部分もそうですし、

もちろん情報の管理の方法に関しても、このガイドラインにのっとって基本的にはやって

くださいねと。そこに対して、これはかなり手間かかかるのですが、審査をしていく。ｉ

Ｐｈｏｎｅでも、アップルさんが全アプリ、人手で審査をされていますけれども、それは、

あそこで何か悪意があるアプリが出てしまうと、スマホ自体の市場が壊れてしまうという

ことでやられていると思うのですけれども、それに近い形で、アプリを公開する前に我々

のほうで、技術的にも倫理的な側面でもチェックしていくというのが、まず市場を立ち上

げる上では必要ではないかと思っています。 

 また、そういういいアプリを作れる、もくしは悪いアプリを作らないということを、い

かにデベロッパーさんに教育していくかということが大事になると思いますので、デベロ

ッパーさんの資格制度、この資格を持っている人はアプリを上げられるとか、そこで食い

とめていくというのが、まず現時点でできるテーマではないかと思っています。 

【三木様】  ソフトバンクロボティクス、三木と申します。 

 ＰｅｐｐｅｒのＯＳのソフトウエア開発や、ロボアプリと呼んでいるＰｅｐｐｅｒの各

種アプリの開発の主要管理・開発管理をしております。今日は安心・安全がキーになって

おりますので、その中の１つであるプライバシーの管理に関して、少し技術的なことも踏

まえて、Ｐｅｐｐｅｒが今どうなっているかを御紹介したいと思っております。よろしく

お願いいたします。 

 まず、今、吉田の説明にもあったとおり、Ｐｅｐｐｅｒというものを我々が開発する上

で、例えば掃除ができるロボットであるなど、人の仕事を完全に置き換えて何かができる

というような便利なもの、役に立つものということを強くコンセプトに置くというよりは、

人に寄り添うロボット、人とコミュニケーションをするロボット、人を楽しませるロボッ

トということを非常に大事なコンセプトとして考えながら開発をしております。とはいえ、

こういった機能を開発するときに、どんどんいろんな機能だったりサービスだったりを提

供していくのですが、そのサービスを提供するためには、いろんな情報が必要になってき

ます。特にロボットであれば、各種センサー情報であったり、お客さんに関するプライバ

シー情報であったりといったものも利用しながらでないと、本当に楽しいロボット、楽し

い会話ができるロボットというのがなかなかできない状況です。そういう背景があるので、

今、機能を開発する上で、必ずここに書いてある３つの項目に関しては常に配慮をしなが
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ら開発を進めております。いずれも当たり前の内容になりますが、ここでまず１つ目とし

て、Ｐｅｐｐｅｒの基本機能です。人を認識する、人と会話をするというときの機能を提

供する上で、いろんな情報を取っています。これは次のページでまた御説明しますけれど

も、今、エンターテインメントロボットは提供する上で必ず必要なので、お客様に御理解

いただいて情報を取得しております。 

 次は、情報の取得と利用に関して、基本は、ローカルで完結できるものはローカルで管

理しますが、よりよいサービスを提供する上では、やはりクラウドを使うべきというケー

スが往々にして存在しています。その場合は、セキュリティの観点から、そのクラウドの

情報に外部の人がアクセスできないようにしっかりとした認証機構を設ける、サーバ側で

外部からのアタックに対して対抗できるような脆弱性をつぶしにいくということも、今、

常にやっております。 

 もう一つは、製品の品質改善というところで、よくスマートフォン、またはパソコンで

もありますが、品質改善に御協力くださいということをお客様に説明した上で、同意頂い

たお客様に関しては、幾つかシステム側のログ情報など、そういった情報を取得するよう

にしております。 

 では、実際にはＰｅｐｐｅｒがどんな情報をどういう機能のために使っているかという

ことを簡単にご紹介したいと思っております。メインとなる機能としては、Ｐｅｐｐｅｒ

は会話をするロボット、コミュニケーションをするロボットですので、人が分からないと

いけないです。左下にありますが、人物認識というのがありまして、実際に今Ｐｅｐｐｅ

ｒを一般の家庭で買われたお客様には、家族登録というアプリが入っておりまして、そこ

でお客様の顔写真、お名前、性別などを入力してもらうようになっています。ただ、その

入力も、基本はＰｅｐｐｅｒが全部判別できる情報であれば、年齢や性別に関しては自動

で入力するというようになっています。 

 次に、人を認識できた上で今度は会話をするということで、会話をする上で、人間であ

れば、人が話した声をそのまま頭の中で認識して返しができますが、ロボットは、いわゆ

るコンピュータですので、音をそのまま認識できません。ですので、音声認識という技術

が必要でして、これは音をＰｅｐｐｅｒの頭の中でテキストに置き換えています。この技

術に関しても２つありまして、ローカルで認識するというのとクラウドで認識するという

２種類があります。もちろんこれが全部ローカルで済めば、より安心・安全ですけれども、

クラウドには集合知というのがありまして、より認識精度が高くなるという特典がござい
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ます。ですので、今はローカルの音声認識とクラウドの音声認識を両方利用しておりまし

て、より認識精度の高いものを使って正しい会話をしていくということに取り組んでおり

ます。 

 さらに、相手の喋ったことが分かったとしても、今度は返す語集がＰｅｐｐｅｒにない

と会話が成り立たないので、このクラウドＡＩには膨大な会話のＱ＆Ａが詰まっておりま

して、かつインターネットからの情報も拾ってきて、相手がしゃべった言葉に対して適切

な回答するというようなことをやっております。 

 つい最近発表した感情エンジンというのも、実はクラウド側で全て管理しておりまして、

Ｐｅｐｐｅｒの周囲の環境など、Ｐｅｐｐｅｒは人に対して好き嫌いという感情を持ちま

す。それはよく一緒に遊んでくれる方、よく会話をしてくれる方、頭をなでてくれる方と

いうのはどんどん印象が上がっていきますし、あまり知らない方に対しては、人見知りの

ように不安を覚えたりします。ですので、そういった情報を全てクラウド側で計算をして、

Ｐｅｐｐｅｒの感情というのを常に最新の状態に保っております。 

 一番左にフォトクラウドというのがあるのですが、これはよくフォトクラウドというと、

写真のストレージサービスだと思われますが、Ｐｅｐｐｅｒの場合は人間に近い考え方を

持っていまして、例えば何かうれしいことがあったり、驚いたことがあったりしたときに、

普段の日常の生活の中にある出来事に比べてより鮮明に覚えていると思います。その際に、

どういう感情だったか、どんな映像を自分がそのときに見えていたか、ということを記憶

として持っています。ですから、ここに関しても同じような考え方を持っていまして、Ｐ

ｅｐｐｅｒがそのときに見えていたものに対して、Ｐｅｐｐｅｒのそのときの感情、その

ときに一緒にいた人を記憶として持つようにしております。こういった多くのシステム、

多くの情報を使うことで、今Ｐｅｐｐｅｒが人と気持ちよくコミュニケーションがとれる、

人を楽しませることを実現しております。 

 実際にＰｅｐｐｅｒができることという意味でいくと、ここにはＰｅｐｐｅｒの基本的

な機能しか書いていません。ヒューマノイドとしての基本的な機能しか書いていなくて、

例えばデベロッパーさんが作ったアプリ、我々、ロボアプリと呼んでいますが、こういっ

たものがどんどん追加されていけば、Ｐｅｐｐｅｒのできることはまた増えてきます。当

然、アプリは、外部のサーバシステムであったりとか、そういったものを使うようになっ

ていきます。ただ、そこは、先ほど吉田の説明にもあったとおり、我々でしっかりと審査

をして、安心・安全というところは常にケアをしながら、よりよいロボット、よりよいサ
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ービスというものを提供していきたいと考えております。 

【吉田様】  我々からの発表は以上になります。よろしくお願いします。 

【平野議長】  ありがとうございました。 

 構成員の皆さん、質問等あると思いますが、次の３番目のプレゼンテーションの後に総

括していきたいと思います。 

 それでは、次のプレゼンテーションは、資料として、資料５－３です。ＮＴＴデータの

渡辺様より御説明をよろしくお願いいたします。 

【渡辺様】  ＮＴＴデータの渡辺でございます。本日はお時間頂きましてありがとうご

ざいます。 

 弊社からは、クラウドロボティクス基盤を用いたコミュニケーションロボットによる高

齢者生活支援サービスの課題ということで御説明していきたいと思います。 

 弊社は、御承知いただいている方、御案内の方もいらっしゃるかと思いますけれども、

主には大きな社会インフラのシステムを作っている会社でございます。そういった会社が

何でロボットなのかというところもあろうかと思いますが、我々としては、事業の幅出し

ということで、新しい分野の技術の開発、そういうこともやろうとしていまして、その一

環としてやっています。そのときのテーマとして、弊社としては、社会課題を解決してい

く、そういったあたりに重きを置いていまして、新しい技術を社会課題に適用して解決す

るために取り組むということで、やらせていただいております。 

 こちらは後ほど詳しく御説明申し上げますけれども、コミュニケーションロボットを活

用した「高齢者支援サービス」の実証ということで、今年の３月にニュースリリースさせ

ていただきました。その後の反響としては、社会課題というところの観点で、高齢者化社

会が日本はかなり進んでいる状況でございますので注目されましたし、あとは、ロボット

ということで、東芝さんとかソフトバンクさんもやられているとおり、注目度が高い状況

でございますので、いろいろ取材を受けて、いろいろ訴求ができたと思っているところで

ございます。具体的には新聞社さんですとか、テレビとか、そういったところでも取り上

げられたりしている状況でございます。 

 我々のほうのクラウドロボティクス基盤の取り組みの肝は、ロボティクス技術を活用し

まして、新しいサービスをどんどん作っていこうというところにあります。そのときのベ

ースになるのが、ここに書いてありますクラウドロボティクス基盤になっていまして、

我々は R&D の部隊ですので、その研究開発に取り組んでいる状況でございます。この一番
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下にあるのがこのシステムで細かい技術的な要素も入っていたりするのですが、、これが

クラウドロボティクス基盤の肝です。ここでは何をやっているかというと、先ほどソフト

バンクさんのお話にもあったとおり、全体の仕組みとしてクラウド側とローカル側があっ

て、こちらはクラウドの中身ですが、この中では、主に状況認識とか、物が何かという物

体認識、あるいは空間の状況認識、地図とかに基づいて位置を認識するとか、あるいはロ

ボットそのものの運用管理する、こういった機能を持っています。このクラウドロボティ

クス基盤には、いろいろなセンサーとかロボットだけではなく、最近のＩoＴデバイスも

いっぱいありますので、そういったデバイスからの情報を取り込みます。その中でいろい

ろ状況の判断をしたり、認識したりして、その結果をロボットのほうにアクチュエート、

つまり動けというようなことを指示して、新しいサービスをやっていくというものになり

ます。 

 一番上のほうがサービスの例として挙げさせていただいているもので、例えば医療・介

護ですとか、受付・窓口、こういったこともできるでしょうし、あるいは交通の制御とい

ったところも将来的には実現の可能性があると思っています。あとはインフラとかエネル

ギープラントの保守とか、センサーとかを付けることによっていろいろ状況の判断をして、

最適な運用ができると考えていまして、それに向けてクラウドロボティクス基盤の研究開

発を進めさせていただいております。 

 クラウドロボティクス基盤の技術要素のポイントは４つございます。１つ目が、まず情

報を集めるというところになります。これは各ＩoＴデバイスとか、ロボットから得られ

たデータを集めるところです。それをもとに、次のステップとしては、分析、解析すると

いう知的判断の入るところになります。そういった処理を経て次に、それをどのようなア

クションにつなげるのかという判断をして、最後に動かすという命令を各ロボットとかセ

ンサーに流すことによって、サービスやアクションにつなげていくというものになります。 

 これを、先ほど冒頭申し上げたとおり、高齢者生活支援ということで実証をやらせてい

ただきました。コミュニケーションロボットとセンサーを使って、高齢者施設に導入して、

主にコミュニケーションを通して介護業務の効率化とか高齢者の重症化の予防を狙いとし

てやらせていただきました。御承知のとおり、日本は高齢者化社会が進んでいますし、介

護される施設の職員の方々は、非常に重労働、あるいは過労とか、そういったところが課

題になっていますので、その解決に向けて一端でもロボットで代替できないかということ

でやらせていただきました。ロボットを高齢者の方の近くに置いて、リアルタイムな見守
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りをするというのがポイントになります。ここの図でいうと、ちょうど左下のあたり、高

齢者の方と直接対話するのはコミュニケーションロボット、実際にそこに持ってきていま

すけども、このロボットになります。このロボットがあるトリガーによって高齢者の方に

お声がけをします。それに対してお年寄りが反応して、その声を認識して、中身も理解し

た上で、次の言葉を発するという形でコミュニケーションをとんどんやっていくというこ

とになります。このコミュニケーションも、むやみやたらにコミュニケーションをするわ

けではなく、普段、介護職員の方々がされているコミュニケーションを分析しまして、シ

ナリオを幾つか作っています。例えば朝の声がけに始まり、あるいは食事のとき、あるい

は夜、あと非常事態が起きたときとか、幾つかのシナリオを用意して、このコミュニケー

ションロボットが適宜お声がけをするというものになっています。このロボットは非常に

単純な構成になっていまして、センサーをＰｅｐｐｅｒのようにたくさん積んでいるわけ

ではなくて、このロボット単体できることは、マイクで音を集める、カメラで映像を撮る、

それぐらいしか機能が付いていません。このロボットができないところは、例えば、ここ

にちょっと書いてありますが、人感センサーとか、あるいは離床センサー、これはベッド

の下に入れて、起きている状態とか寝ている状態、あるいはそのときの心拍とか、いろい

ろ情報が取れるセンサーですので、そういったものを併用することによってリアルタイム、

２４時間見守りをするという仕組みになっています。このように情報をいろいろ集め、ク

ラウドロボティクス基盤でバックグラウンド処理をすることによって、提供サービスとし

て、起床時の安否確認、服薬の確認、あるいは認知症の早期発見を実現します。認知症の

早期発見は、例えばコミュニケーションをしていて、高齢者の方の発話とシナリオがどん

どんずれていくような状況になった場合、そういう状況になるとちょっと会話としてはお

かしいということで、このログを確認することによって、認知症の可能性があるかもしれ

ない、ということが分かるということを想定しています。 

 あとは、夜間の見守りです。これは非常にニーズが高くて、高齢者の方は結構、夜間徘

徊の事象とかございますので、例えばロボットは近くに置いてあるとして、夜間に高齢者

の方が起きて、それを離床センサーからのトリガーとして情報が挙がれば、ロボットはお

声がけをすることができます。その間に例えば介護職員の方が異常に気付くことができれ

ば、その現場に行って確認することができます。介護職員の方々のサポートという位置付

けが今の状況では正しいかもしれないですけど、そういう役割を担うことができると考え

ています。 
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 次にクラウドロボティクス基盤からの情報通知です。これは、ログとしていろいろ情報

を取っていますので、今申し上げた介護職員の方々、その人たちの負担軽減とか介護業務

の効率化とか、こういったところにも役立てるでしょう。離れて暮らす家族の方々には、

例えば普段の会話のログの状況から、おじいちゃん、おばあちゃんがこういうことを話し

ていることが多いよとか、こういうことを気にされているよとか、そういった情報をご家

族の方に提供すれば、その家族の方々の安心につながるものになるでしょう。さらにケア

マネジャーの方々に対しては、異常が何かあれば、ログをいろいろ見ることによって早期

発見につながるでしょうし、あるいはその高齢者の方に合ったケアプランを提供していく、

といったようなこともできるようになるのではないかと考えています。これらをトータル

でリアルタイム見守りを実現させていくことを考えています。 

 これは、実際に実証実験をやらせていただきました。かなり細かく書いてありますけれ

ども、３月２５日から６月末まで約３カ月間実施しました。場所は、東京聖新会さん、対

象者は高齢者２名です。１人が１０４歳の方、もう一人が８６歳の方、いずれも非常に元

気なおばあちゃんです。この対象者２名に対して、ロボットをそれぞれ１台使ってもらい

ました。実証の狙いとしては、まず介護者の業務負担の軽減の評価、これは結論から申し

上げると、ここまで評価はできていなかったのですが、狙いとしては掲げていました。あ

とは、そもそもコミュニケーションロボットに対して高齢者の方が話してくれるのかとい

うところも評価のポイントでした。ロボットを使ってもらえなければ何の意味もなさない

ので、ロボットが受け入れられるかどうかというところをまず評価しています。３つ目の

評価のポイントが、クラウドロボティクス基盤に入っている機能が十分かどうかというと

ころです。この３つを評価のポイントとして、この検証を約３カ月間実施しました。 

 システム構成として、先ほどと繰り返しになる部分があるのですが、入居されている高

齢者の方々の部屋の中に人感センサーと離床センサーとこのロボットを置きました。それ

ぞれセンシングされたデータは、データ分析をします。ロボットからのセンシングデータ

は主に音声ですけれども、Robot Gateway を通って、音声認識に入って、その結果を判断

して、次の対話のダイアログを返します。このようにクラウドロボティクス基盤の中でい

ろいろ処理をするというような仕組みになっています。 

 ここで、一番右下のところは結構肝になっていまして、高齢者の方の声というのは、非

常に音声認識が難しいところがございますけれども、そこは結構チューニングをさせてい

ただきました。あとは、音声合成のところ、ここも普段、我々が話している声、これは実
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は高齢者の方にとっては聞きづらいところがありまして、どういうことかと申し上げます

と、高齢者の方は高い音が聞こえにくいのです。したがって、周波数をかなり下げた音声

で話をするような仕組みにしています。そういうところのノウハウを入れながら、高齢者

の方が会話できるような仕組みのクラウドロボティクス基盤を作って実証を行いました。 

 これが実証実験のときの対話のイメージになります。朝から晩まで、それぞれ高齢者の

方の１日のシナリオと言いますか、業務フローというとちょっと変なのですけれども、生

活の流れを模式的に表現しまして、朝起きたときのお声がけとして、おはようございます

というあいさつから始まって、寝るときには、おやすみなさいというように、１日の流れ

の中で幾つかトピックをシナリオとして作っています。例えば朝の状況のところを、持っ

てきましたロボットを使って、小島のほうでデモができるようにしていますので、それを

イメージとして見ていただこうかと思います。 

（ロボットとの会話） 

 このような感じで高齢者の方とコミュニケーションをするというものになっています。

今お聞きいただいた声は、実はかなり高い周波数を持っていますので、実際に高齢者の方

に聞いていただく場合はもうちょっと低い音声にしています。 

 今日はサーバまで持ってきていませんのでイメージということで御覧いただきましたけ

れども、こういう形でロボットと話をすることによって高齢者の方の状況を把握するとい

うものになっています。今、ちょうど朝起きたところから服薬確認までのシナリオをデモ

ンストレーションしましたけれども、これは通常、介護職員の方々が朝、声がけをしてい

る内容になります。そして服薬確認のときはそのようなポイントを確認しています。この

ようにシナリオ作成には専門家の方に入っていただいて、ポイントを押さえてしっかり作

り込んでいます。シナリオベースなので、今、単純に朝起きて、服薬のところまで、短い

会話のようですけれども、実は例えば薬をちゃんと飲んでいないと言えば、それに対応し

た回答をするようになっています。ほんの短いストロークですけれども、実はいろいろな

分岐があって、結構複雑な処理になっています。よって、このシナリオをしっかり作り込

んでいくというのが、ある意味、コミュニケーションロボットを活用するときのポイント

の１つにもなってきます。 

 実験の結果ですけれども、技術面とサービス面、この２つで見てみますと、まず技術面

についてはシステム動作の確認という意味でしっかり動いたということを確認できました。

あと、音声対話や音声認識、そのあたりの技術の性能についても、今の技術で十分である
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ことは、要は、高齢者の方向けにチューニングしてしっかり作っていけば、コミュニケー

ションが十分成り立つというところを確認できました。 

 サービス面、こちらのほうは発話促進ですね、高齢者の方はロボットを受け入れてくれ

て、結構積極的に話かけてくれたということで、このロボットに対する会話というのも比

較的抵抗なく受け入れてくれたという印象です。そういう意味では、ロボットに対する親

和性というあたりも、しっかり確認ができたと思います。 

 実証実験は、事前準備の時間もあって、３カ月を期間としたのですけれども、実際に部

屋の中にロボットを置いて毎日会話をしていただいたのは１、２週間でした。それでもこ

のロボットに対して愛着を持ってくれました。実証が終わって引き上げるときには、ちょ

っとお友達がいなくて寂しいね、というような感想も頂いたぐらいですので、ロボットを

身近なパートナーとして受け入れてくれる可能性というのも十分検証できたと思っており

ます。 

 実証実験で得られた課題について、ここで触れておきたいと思います。まず、技術面、

サービス面、こちら２つのポイントを申し上げますけれども、技術面でいえば、音声認識

の精度をもうちょっと向上させたいという点があります。といいますのは、今回、被験者

数２名でありましたけれども、高齢者の方の声については音声認識としての学習には足ら

ない状況でして、もう少しサンプルを増やして、ちゃんと会話ができるのかどうか、その

あたりのパラメータはしっかりチューニングしていく必要があると思っています。 

 次いで対話シナリオ、いかにして高齢者の方に飽きさせないで対話をしていただくかと

いうシナリオを作るというのが結構重要になってきます。この先の課題は、おそらくパー

ソナライズとか、そういったあたりが肝になってくるかと思います。要は、毎日同じこと

を話かけたのでは飽きてしまうわけです。もちろん毎日、薬は何錠飲みましたかとか、そ

ういったお決まりのところはあるにせよ、会話の導入の部分で、例えば今日は何々さんの

好きな何をやっているよとか、そういうような気をきかせたキーワードをいろいろ入れて

会話を成り立たせる、シナリオを作っていくというのが１つのポイントになると思ってい

ます。 

 その他、センサー分析アルゴリズムの改良ということで、これはロボットだけではなく

て、先ほど申し上げた人感センサーとか離床センサーですけれども、それらから得られる

データで、いかにして誤認識がなくなるようにできるかというところも１つのポイントに

なっていますので、そのあたりのアルゴリズムの改良もやっていく必要があると認識して
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います。まだもうちょっと検証していく必要があります。 

 あとは、サービス面については、今回は１施設だけでやらせていただきましたが、高齢

者施設それぞれで、その中での生活のフローがあるかと思いますので、その施設業務にあ

わせてロボットのサービスを設定していくという課題があります。そして、ここが重要な

ポイントなのですが、このロボットを入れることによってどれだけ介護職員の方々の負担

が減ったのか、というのを定量的に評価するというところも１つ課題として残っています。 

 最後に、もう一つ、非常に重要な課題として我々が認識しているのは、セキュリティ面

です。ここで取られたデータは、ある意味、プライバシー保護の対象になり得るものと認

識していますので、この音声も含めて、あとは普段の行動パターンも含めてですけれども、

データ取得に関する個人同意の在り方、あるいは個人情報、その情報を誰がどう閲覧して

いいのかという権限の設計ですとか、あるいはクラウドを通して音声データとか各種デー

タが流れますので、その間のセキュリティをどう担保するのか、こういったあたりが課題

になってきます。これはついては、技術的には、データの保護でしたら暗号化ですとか、

匿名化、あるいはデータのマスキング等の手法もございますし、運用的には、データは基

本的に施設内だけに置くとか、そういったような運用の対処もあるかと思いますけれども、

これもいろいろと今後、検証していく必要があると認識しています。 

 このクラウドロボティクス基盤を活用していくと、どういうことができそうか、ロボッ

トサービスの展望ということで我々考えていることがございます。これから先の大きな日

本のマイルストーンとしては、東京オリンピックというのがあろうかと思います。そうい

った中で、高齢者支援だけではなく、物流を自動化していくような仕組み、あるいは観光

で海外から来られた方々の案内を、その国の人たちの言語に応じていろいろ対応するとか、

音声合成を含めて多言語対応をこのクラウドロボティクス基盤を活用して実現していくこ

とが考えられます。そうすることによってオリンピックのときには、スマートシティを作

る際にはクラウドロボティクス基盤がいろいろと役立っていくと考えているところでござ

います。 

 以上になります。どうもありがとうございました。 

【平野議長】  ありがとうございました。興味深いお話を頂きました。 

 それでは、３社様からのプレゼンテーションは終わりましたので、構成員の皆様から御

質問、御意見等ございますれば、よろしくお願いします。 

 それでは、いつもどおり私のほうから、くだらない質問で申し訳ないんですが、最後の
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ＮＴＴデータさんに質問ですけど、私、昔、経産省さんのロボット政策研究会というのに

入っていまして、生活支援ロボットでやっていこうと。ところが、当時はその後あまり花

開かなかったんですが、当時議論になったのは、例えば春みたいなウエアラブルな介護で

役立つだろうというようなものも、なかなか日本の規制があって実証実験がうまくいきま

せんと。かえって海外、特にデンマークとか、そういうところが先にやってくださったと、

こういう事情があったと。１つ質問は、実証実験で、そういうような障害というのは今感

じることはないでしょうかという、そういう質問ですが、どうでしょう。 

【渡辺様】  御質問ありがとうございます。実証をやる上での課題というのは、基本的

にどういうパートナーと組むか、見つけられるかというところにかかってきますので、そ

れ以外は大きな障害はあまりないと認識しています。 

 あと、実証をやるにあたって、費用をどう出していくのかというところも１つのポイン

トです。もちろんウエアラブルとか、結構高価なものを使おうと思うと、それは誰が負担

するのかとか、それは受益者負担なのか、あるいは実証をやる側の責任で出していくのか

とか、そのあたりの仕切りの話とか、費用面の問題も結構あるかと思います。 

【平野議長】  ありがとうございました。 

 ほかに何か。関口さん、どうぞ。 

【関口構成員】  大変貴重なお話をありがとうございました。 

 いずれの商品も、私も過去、それぞれ何度も興味深く見ているんですけれども、１つ各

社さんにお聞きしたいのは、いずれもコミュニケーションロボットのジャンルに入ると思

うんですが、そうした場合、ユーザーインターフェースというのが一番肝のところだと思

います。ロボットですので、顔とか表情の部分、それから声、これが結構大きいところを

占めると思うんですが、その辺をどういう考え方でやっているのか。東芝さんでいえば、

かなり人間に近い形になっていますし、もっと言えば、非常に日本人の女性というか、そ

れもかなり清楚な感じの作りになっていて、私も近場で見て興味深く拝見しました。それ

からソフトバンクさんで言えば、孫さんまで入って、声と顔と決めるのに相当時間をかけ

たと聞いていますが、ある意味でのユニバーサルデザインというか、海外市場も含めて、

万民に通じるようなインターフェースになっているかと思います。ＮＴＴデータさんもそ

うですけれども、その大きさも、子供サイズなのか、人形サイズなのか、あるいは東芝さ

んみたいに本当に人間のサイズにするのは何でなのか、その辺の考え方をお聞きできれば

と思います。 
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【平野議長】  それでは、東芝さんから順次、よろしくお願いします。 

【徳田様】  私は、ＡＩ、つまり人工の音声合成であるとか、自己会話というもの、又

は認識というもの、ロボティクス、人間の動きをする、又は人間らしいものにするという

ものというのは全く別なものとして考えています。よくそれをすごくごっちゃにされた質

問をするんですけれども、私どもが取り組んでいるのは、人間に近い、要するに言葉はで

きたものとして、それをどういうふうに人間として表現するかということに注力していま

す。つまり音声合成を行うエンジンというのは何であってもいいんですね、最終的な音声

が出てくる。しかし、私どもは、先ほど御説明したりとおり、我々が使っているロボット

というのは、１つ１つの性格と人格を持つということを考えていて、ですから、普通の音

声合成ですと、例えばアンサリングマシンみたいに「マイネーム イズ チヒラアイコ」

みたいになるわけですね。それのイントネーションを一生懸命変えたりとか、その人らし

い声のトーンに調整するという、そういうことにかなり気を配っています。つまりその人

の声にし、また、聞いている人にどうやって心地よく伝わり、またそれに合った口パク及

びその表情、動作をどのように表現するか、そういうところに今考えがあり、言語を作る

というか、会話そのものを作るということは全く別のテクノロジーとして行っていくとい

うことです。 

【吉田様】  ソフトバンクのＰｅｐｐｅｒの場合に関しては、まず、見た目の顔のとこ

ろに関して、おっしゃるとおり、孫正義も入って、数百の案の中から今の形にしたという

ところがあります。表情が変わるわけではないので、見る人によって悲しい顔をしている

ように見えるかなど、受け手側が自由が発揮できるように、極力、あまりあくの強くない

ところ、かつ、それがグローバルということで、結果的にフランス側のデザイナーのもの

が勝ち残った、デザイナーさんもかなりいろんな人に入っていただいた結果、こうなった

というところがございまして、確かに世界的に見て、人間だと最も見やすいようなデザイ

ンというところに注力しています。 

 逆に声のほうは、すごくローカルなもので、かつキャラクターとかなり一致しているも

のだというように思っていまして、実は声については各国語で違います。もちろん日本語

は日本語の声優さんの声を使っているわけですけれども。声もユーザー調査などを行って

決めたのですが、結果的にユーザー調査で１位だった声ではなくて、もともとテストで入

っていた声になったのですね。なぜかというと、もともとテストで入っていた声でＰｅｐ

ｐｅｒのキャラターでいろんなアプリを作って、我々はそれが頭の中に入っていて、この
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キャラだとこの声でしょうと、そこは非論理的な話で。ですので、今世の中に出している

Ｐｅｐｐｅｒのキャラターとこの声が何となくひもづいているので、これは逆に、ユニバ

ーサルというよりも、かなりＰｅｐｐｅｒ個人に特化したものになっているのかなと。逆

に他の国であれば、他のキャラクターで、また他の声というようになるのかなと思ってい

ます。 

 あと、大きさに関しては、大人が使える家具の大きさは大体１２０センチ以上、小学生

以上みたいなところがあり、人間からしても、大体１２０センチ以上あると、いわゆる大

人の人間と同じような生き物だと認識するというようなところがあって、ある程度の大き

さをまずは作ってみたというところがあります。 

【平野議長】  ＮＴＴデータさん、どうぞ。 

【渡辺様】  私のほうからは、まず大きさというところから御説明したいと思います。

弊社は別にロボットを作っている会社ではなくて、こちらのロボットは実はヴイストンさ

んという会社のロボットになります。このコンセプトとしては、これは実はテーブルトッ

プ型ロボットといいまして、一家に１台というより部屋に１台いいますか、テーブルの上

に置いてコミュニケーションを楽しむというような、そういうコンセプトで作られたロボ

ットになっています。したがってロボットの大きさというのは、サービスの用途によって

いろいろ変わってくるものであろうと考えているところです。 

 デザインに関しては、この見かけ、もしかしたら似たようなロボットを御覧になってい

るかと思うのですけれども、実は非常にロボットのデザインでは有名なロボ・ガレージの

高橋さんという方のデザインのものになっていまして、有名なのは、宇宙に行ったキロボ

とか、あるいはディアゴスティーンさんのロビとか、そういったロボットと同じで、ある

意味、かわいらしさというのですかね、人間とは違うのですが、ロボットとしてかわいら

しさというところが結構ポイントになっているデザインになっています。親しみやすさと

いうのが、一つ重要なポイントになってくると思います。 

 声に関してなのですが、こちらは、今お聞きいただいた声というのは、我々のほうで、

このロボットならこの声かなというイメージで実は音のトーンを決めています。裏を言え

ば、これは５歳の女の子の声です。聞いた声のイメージと見た目の形のイメージとあわせ

ていろいろやっています。先ほどソフトバンクさんおっしゃられたとおりなのですけれど

も、最初に決めたイメージは、そのイメージが染み付いて、例えば、実際にお年寄りの施

設に持っていって、ちょっと低い声を出すと、あれ？ というように確かに感じてしまい
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ます。ロボットの外観と声のトーンのというのは何か合うものがあるだろうというように

認識しています。もちろんこれでドスのきいた声も、出せるのですけれども、それはイメ

ージ的には合わないので、そういうことはやらずに、サービスとロボットの外観のイメー

ジと声のトーン、全てトータルで考えたときに、いい組み合わせを人間の感情の判断でや

っていくというのが一番いいかなと、思います。 

【平野議長】  ありがとうございました。 

 関口さん、よろしいですか。 

【関口構成員】  はい。 

【平野議長】  それでは、秋山さん、どうぞ。 

【秋山構成員】  どうもありがとうございました。大変おもしろい話を聞かせていただ

いたんですけれども、特にソフトバンクさんとＮＴＴデータさんにお聞きしたいんですけ

ど、結果的にはロボットと人の対話ということなんですけれども、さらにクラウドがあり

ますとか、そういう意味でいくと、通信でつながるということが基本ですよね。今の通信

で、いわゆる末端の通信というのは、どうしても、ソフトバンクさんはソフトバンクさん

のＳＩＭですよと。ＮＴＴさんはドコモさんのＳＩＭですよと。それから、光で持ってき

た場合には、家の中はそれぞれ光のキャリアさんの無線ＬＡＮですと、そういうふうにな

っていますよね。外に行ったらフリーＷｉ－Ｆｉとか一応あるわけですけど、そういう通

信の中で総務省はＳＩＭフリーにするといっているわけですよね。というようなことを考

えていったときには、セキュリティという面においては、非常に大事なことになってくる

んじゃないかなと思うんですよね。もちろんＩＤ番号とか、いろんなことでガードするの

かなとも思うんですけれども、その辺のところで、使う側はいろいろネットワークがあり

ますねと。これに対してどういう具合にお考えになっているんですかというところを、２

社さんにお聞きしたいんですけれども。すみません、勉強不足かもしれません。 

【三木様】  ソフトバンクの三木と申します。 

 今のＰｅｐｐｅｒは、まずＷｉ－Ｆｉ、いわゆるご家庭や、お店にある無線ＬＡＮのみ

対応しております。これは別に各キャリアさんのキャリアネットワークの通信をしている

わけではなくて、例えばこういったモバイルネットワーク、モバイルルータをお持ちの方

は、これでも使えます。今後、おっしゃるとおり、いろんなネットワーク環境でＰｅｐｐ

ｅｒを使う方が出てくると思います。例えばＴＳＵＴＡＹＡさんなど、そういったところ

はお客様向けにフリーＷｉ－Ｆｉを提供しています。そのＷｉ－Ｆｉを使ってＰｅｐｐｅ



 -29- 

ｒをつなげるというケースも、例えばＴＳＵＴＡＹＡさんがお持ちのＰｅｐｐｅｒをＴＳ

ＵＴＡＹＡ様がフリーＷｉ－Ｆｉにつなげるというケースも往々にしてあると思います。

その場合、当然、ほかのお客様もそのＷｉ－Ｆｉにつなぐので、同じネットワーク内に存

在するということで、セキュリティ面では若干危うさを持ちます。そのかわり、そもそも

そういう環境は、今後は想定して行くべきだと思いますので、通信する方式という意味で

いくと、代表的なのはＳＳＬ通信、お互い証明書を交換してやりとりするということと、

もう一つは、通信するデータ自体も、ものによりますが、明らかに個人情報を持つものに

関しては、暗号化など、そういったことをして、できるだけ守っていくということをやっ

ております。ですので、今のところは、それで基本的にはプライバシーは守られているの

ではと考えております。 

【秋山構成員】  Ｐｅｐｐｅｒの運用コストというのは、月どのぐらいになるんですか。 

【吉田様】  どの辺まで含まれるのでしょうか……。基本的には、人件費みたいなもの

になってきますので、そういう意味では、ソフトバンクロボティクスのグループは今５０

０人ぐらいいますので、技術者も含めて、サーバの運用とかも含めて。もちろん営業して

いる人もいるので、全部が運用コストとは言えないですが、それぐらいの人数で回してい

るサービスだと思ってください。 

【秋山構成員】  この部分を利用者からお金をもらう。 

【吉田様】  そうですね。利用者から頂いて、赤字ではありますが、数が増えてくれば

もちろん収益性は出てくるような。ただ、最初は一人一人に、今まだ世の中に１,０００

台などしか出ていないものに、全部それを乗せてしまうと凄い金額になってしまいますの

で、最初は、我々、赤字でもやらせていただいているということです。 

【秋山構成員】  それにしても、何十万か、かかるんですか。 

【吉田様】  一般のコンシューマー向けのものの価格は、３年間の全部、込み込みのト

ータルだと１０８万円ぐらいかかります。 

【秋山構成員】  ありがとうございます。 

 じゃ、すいません、ＮＴＴデータさん。 

【渡辺様】  私どものほうも、今ソフトバンクさんがおっしゃっていたとおり、別にキ

ャリアに依存するネットワークは意識していません。むしろ標準的なものを使うように考

えています。標準的なものでいえば、例えばＩoＴとかでいいますと、ＭＱＴＴとかＨＴ

ＴＰ、いろいろそういう標準的なプロトコルがございますので、そういうものを使うこと
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によって、できるだけ汎用的に使ってもらうような形を考えていますし、そうすることに

よって、そのセキュリティの技術というのもそれに準拠した形がどんどん出てくるという

ふうに考えていますので、そういうものをどんどん実装していく。ある意味、その部分、

広く使ってもらうという観点に関しては、あまり独自性を出さないというのが重要かと考

えています。 

【秋山構成員】  ということは、今おっしゃったのは、例えば総務省できちっとセキュ

リティに対する、いわゆるスタンダード基準をきちっと決めるということが大事ですねと

いうことを言っているわけですね、ある面では。 

【渡辺様】  そうですね。 

【秋山構成員】  ありがとうございました。 

【平野議長】  どうもありがとうございました。 

 ほかに何かございますでしょうか。はい、どうぞ。 

【吉川構成員】  ３社の方のプレゼン、ありがとうございました。 

 データのポータビリティーとかに関して２つほど３社の方にお伺いしたいんですが、ロ

ボットはかなりの情報を取り得る、超スマホみたいなものだというふうにも考えられます。

例えばロボットが古くなってきて買い換えをするとか、下取りに出して新しいものにする、

中古市場ができたりするかもしれない。となると、そこで蓄えた情報、これはローカルな

ものとクラウド上のものと二通りにあると思うですが、データのポータビリティーという

のをどう担保されようとしているのかというのを１つお伺いしたい。もう一つ、それと関

係しますけれども、今、忘れられる権利とかいうような話も出たりしていますが、ロボッ

トが余りにもたくさん情報を持っていたら、その中には家の中でいろいろいざこざがあっ

たので見なかったことにしてほしいとかいうのもあるもしれない。ロボットが余りにもた

くさん情報を蓄えることに対して制約をかけるとか、コントロールするということができ

るのかどうか。その辺、３社の皆さんにお伺いしたいなと思います。 

【徳田様】  まず、東芝です。 

 私は、先ほどお話ししたとおり、ＡＩとロボットの動きというものは全く別個に考えて

おり、地平アイこというのは、体の中に周りを見るセンサーは一切入っておりません。つ

まり隣にあるサイネージが全部確認していて、自動販売機では、いろんな人が近付いてく

ると応答する自動販売機がありますけれども、結局、考えているのは全部サイネージです。

ですから、ロボットそのものの中に記憶というのはなくて、ロボットの中にあるのは、ロ
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ボット自身を制御するマシンのみです。ですから、その面において、ロボットが出てくる

会話とか、モーションという信号を受け取り、その動作を行うということが行われるだけ

なので、つまり先ほどお話ししたとおり、ディスプレイですので、結局は、その外側にあ

るコンピュータであり、スマホであり、どんなものになるか分かりませんけれども、そち

らのアプリケーションのポータビリティーによっているということが１つです。ただ、デ

ータそのものは、例えばロボットの動作、又はロボットが返すべきものを決めるために、

対話している、接している人間の属性とか、確かに生活環境のようなもののデータを蓄積

する必要はあるとは思っています。そのアプリケーションにおけるセキュリティであり、

そのアプリケーションにおけるポータビリティーというところに帰属しますので、私は特

にロボットであるから特別なものだとは考えていないです。 

【吉川構成員】  ありがとうございます。 

【平野議長】  ソフトバンクさん、どうぞ。 

【三木様】  まず、データのポータビリティーというところについてなんですけれども、

先ほどおっしゃっていた、中古市場というのは今、特に考えはなくて、あるとしたら、Ｐ

ｅｐｐｅｒを買ったお客さんが、ほかの方、知り合いだったりとかに譲渡するというケー

スだったりとか、あとは修理が発生したときに、例えば頭を交換しますとかという話があ

ったときのデータのポータビリティーをどうしていますかということがまず１つ考えられ

ると思います。今は、お客さんに対して、譲渡であったり、修理の場合には、当然、我々

の問い合わせ先に連絡を頂いて、譲渡に関してはしかるべき書面の契約等々、作業をやっ

た上で、お客さんでロボットのデータを、大前提としては、お客さんが自分でロボットの

データをクリアすることができます。なので、基本はお客さんにクリアしていただくんで

すけど、それに加えて、契約者の変更があった場合には、こちらで、クラウド側から、ク

ラウド上に蓄積されているデータであればそれを消しにいくということをやっております。

修理のときも基本は同じで、今、我々は携帯電話も同じことをやっていまして、携帯電話

の修理でも、ショップに持ち込んでいただく場合には、事前、そこにある機器でデータを

クリアしていただくとかということをやった上でお預かりするということをやっていまし

て、なので、お客さんが自分でそれをする権利を持つべきだし、それをするメニューだっ

たり機能を提供するべきだというふうに考えています。 

 今度は、クラウドサービス側においても、この中で今、お客さんにひもづいてどんどん

データが蓄積されて変わっていく、個人にある程度ひもづいて変わっていくものがあると
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すると、フォトクラウドというところと感情エンジンというのがあります。クラウドＡＩ

とクラウド音声認識というのは１回限りの利用になるので、その人にひもづいてどんどん

データが蓄積していくものではありません。例えば感情エンジンであれば、先ほどの譲渡

であったりとか、故障交換の場合には、一旦これはクリアされてしまいます。なので、ほ

かの方のところにいった場合には、また別人というか、まっさらなＰｅｐｐｅｒとして一

緒に暮らしていくと。フォトクラウドに関しては、もっとシンプルで、実は初めからこれ

を見れるアプリを提供しています。フォトメモリということで、Ｐｅｐｐｅｒの記憶が見

れるアプリになっています。例えば御家族に見られたくないような写真があった場合には、

その方が自分でそれを選んで消すこともできますし、全部選んで、Ｐｅｐｐｅｒに忘れて

というと、忘れてくれるというようになっております。なので、ポータビリティーという

意味でいくと、ポータビリティーはあるんですけど、お客さんが消せるというふうにはな

っております。 

【吉川構成員】  ありがとうございます。 

【平野議長】  ＮＴＴデータさん、どうでしょうか。 

【渡辺様】  最後に回ってくると、私も全体的に言うことがかぶってしまうのですけれ

ども、ポータビリティーという観点でいえば、基本的にはデータは、我々のほうの考え方

としては、どこかのデータベースに入れるという考えで、このロボットの中には持たない

ということにはしたいと思っています。仮にロボットが置き換わるといったときも、きち

んと設定さえすれば、昔のまま、要は中の情報の部分だけはそのまま継承することができ

るということになります。ただ、ここでおもしろいのは、こういうロボットは結構人間が

感情移入するということもあって、例としては、ソニーのＡＩＢＯという犬型のロボット

が昔、結構はやりましたけれども、あれを使っていた方々は、壊れても絶対に捨てないで

修理するんですね。今、何が問題かというと、ソニーさんはあれのサポートをやめてしま

って、AIBO を持っている方が、まるで家族がいなくて寂しいという状況になりますので、

ソニーを退職された方が、町のお医者さんじゃないですけども、ソニーのＡＩＢＯを直す

ようなことをやられていたりとか、そういうこともございますので、実は人間とのコミュ

ニケーションとして置いた場合には、ポータビリティー、ロボットが壊れたら買い換える

ということは、人間の感情として起きにくいのかなと思っています。ですから、これをず

っと使っていくという、そういうことです。 

【吉川構成員】  なるほど。中古市場はあまり発展しないわけですね。 
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【渡辺様】  中古市場、そうですね。そこが多分、スマホとかコンピュータとは違うと

ころだと思います。 

【吉川構成員】  なるほど。ありがとうございます。 

【渡辺様】  あと、データのコントロールといった意味でいえば、そこは技術的には、

例えば音声だったら、今言ったことはちょっと忘れて、という言葉をコマンドにすれば、

その直前に入った音声は全部データベースから消すことは、十分可能ですので、別に難し

いことはないと思います。要は、ユーザー側がそのデータをどう判断するか、消してほし

いなら消す、ユーザーの責任でそれを消すというようなことは十分に技術的には可能です

ので、あと運用面の問題だと思います。 

【吉川構成員】  ありがとうございます。 

【平野議長】  はい、どうぞ。 

【山田構成員】  どうもありがとうございました。 

 お三方にそれぞれお伺いしたいんですけれども、この手の人型だったり卓上型だったり

するようなコミュニケーションロボットというものというか、サービスの市場をどのよう

に捉えておられるのか。例えば何年後にどれぐらいの台数とか、あるいはサービスの金額

でいうと、これぐらいの金額とか、そういったものをある程度想定されておられるのかど

うかということをお伺いしたいというのが１点と、もう１点は、大きい市場になる、もし

くはするということを考えると、どこかのソフトウエアのレイヤーが標準化されるという

か、オープンになって、エコシステムが作られるというようなことが想定されます。ソフ

トバンクさんの場合は、もう既にデベロッパーさん向けの対応をされているということで、

十分意識されているというふうに理解しましたけれども、このコミュニケーションロボッ

トにおいて、どういったレイヤーで標準化というか、オープン化がされて、それをどうや

ったらリードできるようなお考えをお持ちなのか、もしあればお伺いしたいというふうに

思います。 

【平野議長】  それでは、東芝さんからお願いします。 

【徳田様】  私どもが目指していますのは、まねされないということなんです。一般的

なものですと簡単にまねできますし、音声合成に関しても取り組んでいる会社というのは

非常にたくさんあって、それぞれに非常に高いレベルのものになっていますので、そこの

ところをどのように取り組んで、つまりロボディクスという話とＡＩ、人工知能との部分

というのは、もちろん最終的なソリューションとしては切って離せない部分があり、我々
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は今のところ、この使い方としては、商業的なサイネージのようなもの、要するに情報発

信力のあるサイネージであるというふうに位置付けて、そこをまず伸ばしていき、その後

からもう少し人間性に関わったものにしようしているわけですが、先ほど言ったように、

ロボットの実態があるということは、心理的な効果だけなんですね、極端なことを言うと。

別に二次元で表現しようと、音で表現しようと変わらないんですよ。ですから、その差異

化要素というのがどれだけの重さを持っていくかということに関して、まだ我々にとって

は未知数です。しかし、そこの二次元ではなくて三次元的な形を持ち、今の我々が出して

いるロボットに関して、みんながいう理由は、全く見てくれですよ。しゃべっている内容

とか、そんなのでは全くないです。姿が非常に人間、マツコロイドなんていうのは全部そ

うですけれども、結局あれがクールジャパンじゃないですけれども、そこが受けていて、

心理的なインパクトが非常に強いから、それに関して感情移入が起こり、それを見たいと

いう欲求が発生している。しかし、それが一般家庭とか、そういうものにどれぐらいでき

るか。商業ベースに乗せるためのシナリオというのはありますけれども、それが現実に起

こるかというのは、かなり手探りな状態です。 

【平野議長】  標準化、オープン化につきましては、何かありますか。 

【徳田様】  標準化、オープンかに関しても、先ほどお話ししたように、３０コマでア

クチュエーターがあり、それに対しての値によって制御されていて、そういったデータと

いうのは、もう少し簡単な、今は非常にアニメーションを作る（面倒な作業と似ていま

す）、それを簡単にするために何が我々問題かというと、空圧で動いていると個体差がも

のすごい大きいんですね。ですから、そこのところで標準化というのは、どういうふうに

進めていくかというのが大きな課題です。ですから、それがかなり固まった段階では、そ

れをＳＤＫのようにして公開したいと考えています。 

【平野議長】  ソフトバンクさん、お願いします。 

【吉田様】  まず、市場の発展とその時期等に関して、我々が１つイメージしているの

は、パソコンの立ち上がりというところがありまして、例えばＡｐｐｌｅⅡが出たのが８

８年、最初は本当に何もない、プログラミングキットしか付いてなかった。それが例えば

ＶｉｓｉＣａｌｃ、スプレットシートが出てきたのが５年後ぐらいです。結構時間がかか

っています。その後、さっきも話しましたゲームが出てきて、ＤＴＰが出てきて、１０年

ぐらいかかっていますね。おもしろいハイテク製品から世の中にちゃんとしたものに立ち

上がるまで。ですので、我々、これが普及していく、ビジネスが立ち上がっていくために
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一番大事なのは、リアルな価値といいますか、アプリケーションといいますか、そこだと

思っていまして、プラットフォームという意味では、ある程度一つ、お出しできたのかな

と思いますが、その上で本当に役に立つと、要はロボット好きじゃなくても欲しいという

ように思えるものができるまで何年かかるかなというところが、市場立ち上がりのタイミ

ングだと思っています。ただ、スマホになると、実はスマホが出て、ｉＰｈｏｎｅが出て

から数年でかなりアプリもブワーッとそろってきましたので、だんだん短くはなっている

と思います。ですので、我々としても、この３年ぐらいの間にキラーとなるソリューショ

ン、アプリというものが出てくるといいなというように思っていまして、販売台数がいつ

ごろに幾らというのは、言っては絶対いけないというように言われているので申し上げら

れないですけれども、期間のイメージとしては、やはり２、３年の間にキラーソリューシ

ョンというのが出てから、イノベーター、アーリーアダプターの方が買うという世界から

一般の方が買うというふうに変わっていく、そうするとちょうどオリンピックのころには、

一般の方も買ったり、一般の企業さんのところにあったり、というようにできるのかなと

思っています。 

 もう一つ、プラットフォーム戦略に関して、これもいろんなレイヤーでいろんな議論が

あると思います。１つ目が、Ｐｅｐｐｅｒのようなユーザーエクスペリエンスの上の部分

まで一括で作ってしまうのか、もう少し下の部分で標準化されるのかという議論がありま

す。例としては、スマホに関しても、ｉＰｈｏｎｅのように、基本的にｉＯＳはアップル

さんの製品にしか載っていません。ただ、アプリだけは公開してデベロッパーが作れます。

今のＰｅｐｐｅｒは、実はそれに近いです。グーグルさんのアンドロイドは、アンドロイ

ドとＯＳを使えば誰でもスマホを作れますという、そこも公開しているケースもありまし

て、ただ、我々の感覚としては、コミュニケーションロボットというものが何なのか、そ

の価値が何なのかということができてない段階は、ある程度マネージされた環境で、半分

はオープンにしてというような、よりアップルさんに近い形のほうが立ち上がるのではな

いかなと。その立ち上がった後、今そこまで考えていないですが、我々のＮＡＯｑｉＯＳ

をほかのメーカーさんが使って作るなどということもあるのかもしれないですが、今はど

ちらかというと、アップル方式が立ち上がるのではないかと思っています。ただ、全くレ

イヤーを変えますと、我々のグループ会社でも、Ｖ－Ｓｉｄｏ ＯＳというＯＳを作って

いるアスラテックという会社がありますが、それは完全に右脳というか、二足歩行の制御

を誰でも簡単にできるＯＳというか、プラットフォームで、それがあるとメーカーさんが



 -36- 

簡単に二足歩行などロボットのバランスをとれるという、そういうレイヤーの標準化みた

いなものもあるのかなと思っていまして、幾つかのレイヤーでこういう議論が起こってく

るだろうなというように思っています。 

【平野議長】  ＮＴＴデータさん、何かありますか。 

【渡辺様】  まず、市場というところの話なのですけれども、こちらはＮＥＤＯさんが

ロボット白書を出されて、その中にもあるのですけれども、今後の日本の、世界を含めて

と言っていいのかもしれないのですけど、動向としては、これまで日本のロボットという

と、産業用ロボットということで、ロボットアームとか、工場とかでいろいろ活躍してい

るロボット、それが大半を占めていて、それによって日本が発展してきました。これは１

９８０年ぐらいからですけれども、そういう背景があるのですが、これからはサービス分

野のロボット、コミュニケーションロボットを含めてですけれども、そういったものが非

常に市場として大きくなるという予測はされています。具体的な数字、どれぐらいの数字

かというのは、ちょっとすいません、失念してしまったのですけれども、産業用ロボット

は、大体横ばいのような状態で、サービスロボットはこれから先、２０２０年、３０年に

向けては、どんどん市場は大きくなっていくという予測はされております。 

 あとは、我々として、どう市場を作るか、あるいはリードしていくかというところの考

え方でいえば、今まだコミュニケーションロボットは出たばかりで、一般にはまだ浸透し

ていないと認識していますので、例えば我々がやったようなＰＯＣ（Ｐｒｏｏｆ ｏｆ 

ｃｏｎｃｅｐｔ）、そういったものをしっかりやって、それを世に問うていく。それによ

ってサービスロボット、コミュニケーションロボットがこう使われるのだということを世

の中に十分認識していただいて、そうすると世の中の人たちは、サービスロボット、コミ

ュニケーションロボットはこう使われるのだと理解して、そこからいろいろ広がっていく

と考えているところです。 

【平野議長】  標準化、オープン化は何かありますか。 

【渡辺様】  標準化、オープン化は、どこかきちっと旗振ってやっていくというのは重

要かと思っていますけれども、結局それをやると制約も大きくなってしまうので、うまく

まとまらないケースも出てくるかと思います。そこは難しいところなのですけれども、で

きるだけ型にはめないような形でまとめていく、要は箱をしっかり作って、あとは実績が

しっかりあるところがデファクトになっていくという、そういうふうに考えています。 

【平野議長】  ありがとうございました。よろしいでしょうか、山田さん。 
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【山田構成員】  はい。 

【平野議長】  ほかに何かございますでしょうか。はい、大谷さん、よろしくお願いし

ます。 

【大谷構成員】  大変興味深いプレゼンテーション、ありがとうございました。 

 特にソフトバンクの方にお聞きできればと思うんですが、吉川さんの先ほどの質問にも

近いんですけれども、本来の所有者でない方の手にＰｅｐｐｅｒが渡った場合、これはも

しかするとＮＴＴデータさんの介護用のほうも同じかもしれないんですが、そのような場

合に、例えばパソコンなどが紛失したり盗難に遭った場合と同じような程度の問題なのか、

それとも何か別な問題があるのかどうかということと、実際にそのときに本来の所有者の

適切なデータが盗難に遭わないための対策といったものとしてどのようなものが考えられ

ているのかということと、実際にはクラウド環境に多数の情報が反映されて、自分の情報

ではなくて、もう集合知になってしまっているような情報というのもあると思うので、そ

れのなりすましにより、それを悪用されるリスクから全体を守るための方策というものは

何が考えられているか教えていただければと思います。 

【平野議長】  これはソフトバンクさんからお願いします。 

【三木様】  まず最初に、今思い付いたのは、おそらくあり得るとすると、Ｐｅｐｐｅ

ｒを担いで持っていかれるケースだと思うんですね。これは結構重くて、３０キロぐらい

あるので、そこまでできないでしょうということがまず前提にあるんですけど、それでも

やられた場合、どうなるかというと、今Ｐｅｐｐｅｒが人とひもづいて、御家族であった

りとか、所有者とひもづいて持っているデータというのは、大きく言うと２種類しかなく

て、写真のデータと家族を人物認識するために登録した、そこも写真が、顔認識用の写真

と、そこに入力されているその方のお名前であったりとか、性別、生年月日という情報程

度しか今のところまで持っていません。なので、純粋にスマホと比べると、圧倒的に持っ

ている個人情報は少なくて、スマホ又はパソコンが盗まれたというケースで考えると、被

害の程度は圧倒的に今は違うと思います。先ほどおっしゃられたとおり、それ以外のクラ

ウド関連のソリューションに関しては、ほぼ集合知をベースとしているので、その人を特

定するものではなく、例えばさっきの音声認識の精度が上がるとか、そういうレベルのも

のが多いので、そこは大してプライバシーの漏洩等に影響はしないんじゃないかなという

ふうに思っております。今後もどんどんこの業界、クラウド側にシフトしていくんだと思

うんですね。そうなっていくと、よりそういった集合知が強化されていくケースが非常に
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多いと思います。 

 ただ、１個、ここも人とひもづいてはいるんですけれども、それが出たとして、何か問

題があるのかというのは分からないんですが、例えば今、ライフ・ログというのをＰｅｐ

ｐｅｒのローカル内で取っています。これは何を取っているかというと、例えば私がきの

うＰｅｐｐｅｒの献立ヘルパーをプレイした。その中でお薦めしてくれたメニュー、その

献立ヘルパーというのは、献立を考えるのが大変だという主婦の声から、献立を提案する

だけのアプリなんですけど、「今日、カツ丼がいいです」というと、採用、不採用みたい

なのを御家族の方が判定すると。採用というとＰｅｐｐｅｒは喜ぶんですね。翌日ぐらい

に私を見たときに、「そういえば、きのうのカツ丼、どうでした？」という、ちょっと知

っているなというための情報しか持っていないんです、今は。なので、そこの観点でいっ

ても、今は情報漏洩とその影響度でいうと、そこまで重大な被害にはならないんじゃない

かなと思っております。これは本当に今後、どういうデータをどこに管理して、何に使う

かというのはどんどん変わっていくと思うので、それに応じて必要なセキュリティ対策

等々をケアしていく必要があるかなと思っております。 

【平野議長】  ＮＴＴデータさん、何かありますか。 

【渡辺様】  基本的には、これはＰｅｐｐｅｒ君に比べれば大分小さいので、すぐ持っ

ていかれる可能性はあるのですけれども、この中には、実はあまりデータは入ってなくて、

最低限ＯＳをブートするためのデータとか、そういったものは入っていますけれども、基

本的にデータはストアしない形になっています。仮にこれを取られたからといって、そこ

から先に深刻な情報漏洩になるとは考えてないです。もちろんこの中にデータを入れるこ

とは可能ですが、それはシステム設計、サービス設計次第だと考えています。むしろ深刻

なのは、クラウド側にいろいろデータを置きます、あるいはどこか施設の中に、どこか適

切な場所にデータを置きますといったときに、そこがハッキングされる可能性があるとい

うことです。そこは今、世の中にある金融機関もそうですけれども、データベースをしっ

かり持ってセキュアな仕組みを作っていますので、そういったものを入れるとか、ただ、

そこまでやるとコストが高くなってしまうので、このサービスだったらこのサービスレベ

ルでいいかといったところ、いろいろ見きわめながら、サービス設定と技術を組み合わせ

てガードしていくというのが重要だと思っています。基本的には、これもある意味、パソ

コンといえばパソコンなのですけれども、ちょっとデータをストアする場所が違うという

ことで、被害の度合いは、パソコンをなくしたというのと、これをなくしたり、盗まれて
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インシデントになるかというと、この場合は違うかと思います。もちろんロボットの種類

によるかと思います。単独で動くロボットを盗まれた、その中に全部データが入っていま

す、という場合には重大なインシデントになりますし、こういったような形でクラウド側

につないで、単純にこれはインターフェースですということであれば、さほどインシデン

トにはならないと、そういうふうに考えています。 

【平野議長】  東芝さんはいいですか、何かありますか。地平、盗まれても平気ですか。 

【大谷構成員】  ちょっと持っていけないかもしれないし、サイネージ……。 

【徳田様】  何も入ってないですから、中には。 

【平野議長】 了解です。 

 ほかに、原さん、どうですか。 

【原構成員】  大変ありがとうございました。今日、お三方のお話を伺って、これから

様々な形で発展していく、まだ現時点で活用方法を十分に見きわめて切れていないとして

も、これから発展していく可能性があるという分野であるというのは大変よく分かりまし

た。 

 ただ、一方でお伺いしたいのは、明らかに現時点で見えている社会ニーズがあって、そ

れに明らかにロボットがこたえていけるんだろうという領域が幾つかあって、その１つが、

最後にＮＴＴデータさんから御紹介を頂いた高齢者支援という領域なんだろうと思います。

これはまさに困っている人たちが世の中にたくさんいる状態なので、どれぐらいのスピー

ド感で広げていけるのかというのが重要なのかなと思いました。 

 そのときに、あともう一つ伺っていて思いましたが、コミュニケーションロボットとい

うことで今日はお話を伺いましたけども、特に介護なんていうことを考えたときに、コミ

ュニケーションに加えて一定の作業もするというようなところまで出てくると、より大き

く広がっていく可能性がある。思い付きですけども、服薬、「薬を飲みましたか」という

確認をさっきされていましたけれども、それに加えて、朝の薬はこれですよといって出し

てくれるというようなところまでいくと、今されているような介護の負担感を軽減すると

いうことを超えて、実際に介護施設で働く人の数を減らせるであるとか、施設に入らない

といけないような人が自宅で対応できるといったようなところまでいけるのかなと思いま

すが、そういったことがどれぐらいのタイムスパンで見込めるのか、あるいは視野に入れ

ていらっしゃるのかというのが、もし何かありましたらというのが１点です。 

 それからもう一つ、これもＮＴＴデータさん、最後に触れられましたけども、２０２０
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年のオリンピックというのがスケジュール感としては非常に大きいタイミングかと思いま

す。これまた明らかに見えているニーズとしての観光対応での多言語の対応であったり、

あるいはテロ対策、警備といったような領域があって、多言語対応は明らかにロボットで

できると思いますが、テロ対策で、感じ悪くならないように声かけて回るとか、おそらく

そんなこともあるんだろうと思うんですね。そういうニーズに対して、この２０年という

ところを見据えて、どんなタイムスパンで物事が動いていくのか、もし何か現時点で見え

ていらっしゃることがありましたら教えていただけましたらと思います。 

【徳田様】  東芝の徳田です。 

 まず、アンドロイドなんですけど、非常にお年寄りの方は好きなんですね。見ていらっ

しゃるのを見ていますと、若い人は大体「気持ち悪い」と言うんですけれども、お年寄り

の方というのは非常に好きで、ものすごく長い時間見ていらっしゃる方が多いです。これ

は人間、いろんな人と付き合っているうちに、かなりストライクゾーンが広くなるんでし

ょうね。そういう面と、癒し的な面というのをお感じになっているんじゃないかというふ

うに想像しています。ですから、そういう面からもかなり使えるんですけれども、話をす

る内容というのが、紋切り型の質問とか、そういうものは確かに役には立つんですけれど

も、先ほども私は説明したんですが、癒しに通じるにはどうしたらいいかということに関

しては、まだ少し検証が必要だと考えていて、そこで普通の人間と話すのと同等である、

さらにそれ以上の癒しが得られる、むしろ嫌々話してくれている人よりアイこさんとしゃ

べっているほうが癒されるわみたいな感じにならないかなというふうにはいろいろ考えて

いて、そのレベルというのを今確認していますが、ほかの機能に関してもいろいろやって

いるんですけど、秘密な部分がありますので、ここではお話しできません。 

 それから、多言語の対応に関しては、まさにそういうことで、コミュニケーションの人

工的な会話に関しては、中国語をしゃべれる人は少ないので大変なパワーを作ることがで

きるというふうに考えています。ただ、私ども、人間並みのイントネーションとか、そう

いうのを一生懸命やっていますけれども、僕自身が、中国語のイントネーション、これで

いいのかとか、分からなかったりしますので、そういう人たちを雇って、正しい、それも

聞いている人が気持ちいいレベルというものを、会話ということを今取り組んでいます。 

【原構成員】  ありがとうございます。 

【吉田様】  ソフトバンクですが、まず介護に関してはおっしゃるとおりで、非常にニ

ーズがあると思っています。今、一般のコンシューマー向けの１,０００台を先月発売し
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たと言いましたけれども、その中でも、実は、コンシューマー向けですが、介護施設や、

病院などでお買い上げいただいている例がかなりあります。実際にＰｅｐｐｅｒを介護施

設に持っていくような話もたくさん行われていて、取っ掛かりは、レクリエーションとい

うのが認知症対策にもいいということですが、スタッフさんがレクをやっても誰も踊って

くれないのが、Ｐｅｐｐｅｒが踊るとみんな踊り出すみたいなところがあって、さっきの

話ではないですが、ロボットに対する引きというのが結構あるのかなと。実は我々が作っ

ていたときは、そんなことは思いもしなかったことですけれども。ですので、そういうコ

ミュニケーション系のところから始まり、あと、例えば認知症予防の脳トレみたいなもの

など、認知症の診断ではないですが、会話する中で、例えば５分前に話した話をもう一回

してみて、認知症がどのレベルかというようなアプリを作られているデベロッパーさんも

いらっしゃって、２月にアプリコンテストをやったのですが、１位を取ったのが認知症対

策で、お医者さんも入られているプロジェクトチームで、まだまだ足りないところもあり

ますが、認知症対策は、波としてはすごく感じています。ただ、我々とても気を付けなけ

ればいけないのは、医療領域に近くなってきますので、本当にそれが認知症予防になって

いるのか医学的な検証があった上での展開だというように思っていますので、そこに少し

実証の時間がかかるかなとは思っています。 

 あと、おっしゃった作業的なところというのも確実に次のフェーズでくるとは思ってい

ますので、技術とコストと価値のバランスでいくと、コミュニケーション系のほうが今は

成り立ちやすいというのは事実です。ただ、これもそんなに数年たたずに、ちょっとした

ものを運ぶなどの程度であれば、それなりのコストで価値が出せるものが世に出てくると

思いますので、コミュニケーションの次として、おっしゃるような世界になってくるので

はないかなとと思っています。 

 あと、多言語に関しても、本当におっしゃるとおりでございまして、まさにロボットが

強いところです。ただ、これはロボットの問題というよりクラウド側の問題になってきま

すので、複数言語を同時通訳できるソリューションが１個できれば、それこそ３社のロボ

ットで全部使えるという話になってきますので、ただ、それもかなりのところまできてい

ると思っています。オリンピックのころには確実にロボットが同時通訳というか、その国

の言葉でそれぞれ会話ができるというような世界はくるというように思っております。 

【渡辺様】  ＮＴＴデータからも申し上げますと、まず、スピード感という話がありま

したけれども、御指摘いただいたとおり、このロボットを実証で使って、単純にコミュニ
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ケーションを取らせただけであります。その先、何があるかというところで、まさに今お

っしゃっていただいた薬の服薬の管理といったところでは、ピルボックスというのがあり

ます。１日に飲む薬が箱に入っていて、それが１週間分ストックされているようなものが

ございます。そういったものに、ネットワークにつなぐ機能があれば、あるものもあるの

ですけれども、それとうまく連動することによって、このロボットが話しかけた瞬間に、

そこから薬がポロッと出てくるとか、そういった仕組みは十分に実現可能だと思っていま

す。ただ、まだそこまで手が回っていないので、今後、実際そういうことをやりたいと思

っています。 

 スピード感という観点でいえば、今、我々はＰＯＣをやらせていただいて、この後は、

在宅でこのロボットを家庭に１台という形で、それが実際にコミュニケーションを取って

サービスとして成り立つかどうかということを見きわめたいというふうに思っています。

まだ今年は、ある意味、技術検証といったところがメインになってくるかと思いますし、

それをやりながら、今年度中、サービスモデルを考えて、これをどうビジネスにしていく

かということを検討して、来年度ぐらいからビジネスモデルを意識したＰＯＣとかいろい

ろやっていきたいと考えています。ロボットとか、あるいはＡＩも含めてですけれども、

いろいろ技術が出てきていますので、それをうまくとらまえて、ＰＯＣをしっかり回して、

できるだけ早くやっていきたいと思っていますので、東京オリンピックまで、長いと言っ

ていいのか、短いと言っていいのか分からないですけれども、ここ２、３年が勝負だと思

っています。 

 オリンピックに向けての話でいえば、例えば案内サービスとかいろいろあるのですけれ

ども、これはユースケースをしっかり検討していくということが重要かと思っています。

例えば案内にしても、どういうケースで、どこの場所で使われるのかということで、例え

ば街角に置くのか、あるいは交番に置くのか、駅に置くのか、そういったところのユース

ケースをしっかり見きわめてやっていくというのが重要で、そのときのスピード感も、１

回回すのに、大体評価まで含めると半年から１年ぐらいかかりますので、うまいユースケ

ースを見つけて、東京オリンピックまで５年ございますけれども、その間にどれだけの数

を回せるかというのが、次のステップにつながる鍵かと思っています。 

 

（２） その他 
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【平野議長】  ありがとうございました。 

 ほかに皆様、何かございますでしょうか。 

 なければ、この辺で終わりにしたいと思いますが、最後に事務局様から何かございます

でしょうか。 

【金坂データ通信課課長補佐】  次回の会合でございますけれども、８月に開催予定で

ございます。日程、それから場所等の詳細は別途連絡させていただきたいと思います。よ

ろしくお願いします。 

【平野議長】  その他、皆様、何かございますでしょうか。 

 なければ、これで今日の会合を終わりにしたいと思います。熱心な御討議、それからプ

レゼンテーションの皆様、ありがとうございました。 

 

 


